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１. 加工食品の生産動向 ＜グラフでみる″コロナショック″からの再生＞

生産量 対前年同月比

1月 2.7％ 増加

令和元年同月比 16.2％ 増加

○ 漬物

生産量 対前年同月比

1月 8.7％ 増加

令和元年同月比 10.8％ 減少

○ かまぼこ類

小麦粉使用量 対前年同月比

1月 8.3％ 減少

令和元年同月比 7.6％ 減少

○ 食パン

生産量 対前年同月比

1月 1.0％ 減少

令和元年同月比 5.2％ 減少

○ 新規米粉
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食品需給研究センターでは、食品製造業の月次生産動向について、調査・分析業務（農林水産省
「食品産業動態調査」）として実施しています。
ここでは、加工食品の調査対象のうち、特に今般の新型コロナウイルス感染症の影響が大きい

品目の生産動向（増減率、速報値）についてとりあげます。
なお、詳細は、https://www.fmric.or.jp/stat/index.html
「食品製造業の生産動向」をご覧ください。

https://www.fmric.or.jp/stat/index.html


１. 加工食品の生産動向 ＜グラフでみる″コロナショック″からの再生＞

生産量 対前年同月比

1月 2.2％ 増加

令和元年同月比 10.1％ 減少

○ 味噌

小麦粉使用量 対前年同月比

1月 0.1％ 減少

令和元年同月比 1.0％ 減少

○ 生めん類

生産量 対前年同月比

12月 1.2％ 増加

令和元年同月比 2.3％ 減少

○ しょうゆ

小麦粉使用量 対前年同月比

1月 4.9％ 増加

令和元年同月比 6.4％ 増加

○ 即席カップめん
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１. 加工食品の生産動向 ＜グラフでみる″コロナショック″からの再生＞

生産量 対前年同月比

1月 1.5％ 増加

令和元年同月比 8.7％ 減少

○ 冷凍米飯

生産量 対前年同月比

1月 5.9％ 減少

令和元年同月比 13.7％ 減少

○ 茶系飲料

生産量 対前年同月比

1月 7.8％ 減少

令和元年同月比 11.7％ 減少

○ 米菓

生産量 対前年同月比

1月 0.3％ 減少

令和元年同月比 11.9％ 増加

○ 無菌包装米飯
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売上高 対前年同月比

1月 0.2％ 減少

令和元年同月比 5.1％ 減少

○ 食料・飲料卸売業

売上高 対前年同月比

1月 0.7％ 増加

令和元年同月比 0.6％ 増加

○ 飲食料品小売業
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２. 食品卸売業・食品小売業 ＜グラフでみる″コロナショック″からの再生＞

飲食料品売上高 対前年同月比

1月 0.3％ 減少

令和元年同月比 22.4％ 増加

○ スーパー

経済産業省「商業動態統計」は、全国の商業を営
む事業所及び企業の販売活動の統計。
具体的には、卸売業、小売業及び小売業の業態別
（スーパー、コンビニエンスストア、百貨店の飲
食料品都等の売上高（月次速報）について、みる
ことができます。

＜参考＞食料品・たばこ工業の生産動向
（経済産業省「鉱工業生産指数」より）

生産指数 対前年同月比

12月 0.2％ 上昇

○ 食料品・たばこ工業

※経済産業省「鉱工業生産指数」は、鉱工業製品
を生産する国内の事業所における生産、出荷、在
庫に係る諸活動の統計。食品製造業の月次の生産
動向について、みることができます。
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２. 食品卸売業・食品小売業 ＜グラフでみる″コロナショック″からの再生＞

飲食料品売上高 対前年同月比

1月 6.9％ 増加

令和元年同月比 14.4％ 減少

○ 百貨店

３. 外食産業 ＜グラフでみる″コロナショック″からの再生＞

全店売上高 対前年同月比

1月 12.2％ 増加

対前々年同月比 11.4％ 減少

○ 外食全体
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FF・加工食品売上高 対前年同月比

1月 0.8％ 増加

令和元年同月比 3.3％ 減少

○ コンビニエンスストア

一般社団法人日本フードサービス協会の「外食産業市場動向調査」は、外食チェーン企業203社
約3万9千店の売上高等についての業態別の統計。直近の売上動向がわかります。

100.5

80

90

100

110

120

130

140

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2020

2021

2022

2015年=100 コンビニエンスストア ＦＦ・加工食品売上高

資料：経済産業省「商業動態統計」

69.3

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2020

2021

2022

2015年=100 百貨店 飲食料品売上高

資料：経済産業省「商業動態統計」

112.2

50

60

70

80

90

100

110

120

130

140

150

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2020

2021

2022

対前年同月比％ 外食全体

資料：日本フードサービス協会



全店売上高 対前年同月比

1月 36.7％ 増加

対前々年同月比 37.8％ 減少

○ ディナーレストラン

３. 外食産業 ＜グラフでみる″コロナショック″からの再生＞

全店売上高 対前年同月比

1月 54.8％ 増加

対前々年同月比 61.1％ 減少

○ パブレストラン/居酒屋

全店売上高 対前年同月比

1月 20.1％ 増加

対前々年同月比 21.5％ 減少

○ ファミリーレストラン

全店売上高 対前年同月比

1月 6.2％ 増加

対前々年同月比 4.7％ 増加

○ ファーストフード
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飲食料品 対前年同月比

1月 3.4％ 上昇

○ 企業物価指数
（飲食料品）

４. 食料品の物価
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食料 対前年同月比

1月 1.3％ 上昇

○ 消費者物価指数
（食料（生鮮食品除く））

全店売上高 対前年同月比

1月 19.9％ 増加

対前々年同月比 24.9％ 減少

○ 喫茶

３. 外食産業 ＜グラフでみる″コロナショック″からの再生＞

○ 企業物価指数
企業物価指数は、企業間で取引される品質を固定した商品（財）の価格を継続的に調査し、

現在時点の価格を、基準時点（2015年）の価格を100として、指数化したもの。
このうち、食品製造業（飲食料品）の出荷販売価格について、みることができます。
資料：日本銀行「企業物価指数｝

○ 消費者物価指数
消費者物価指数は、全国の世帯が購入する財及びサービスの価格変動を総合的に測定し、物価の

変動を時系列的に測定するもの。
このうち、食料（生鮮食品を除く）について、みることができます。
資料：総務省「消費者物価指数」

資料：日本銀行「企業物価指数」

資料：総務省「消費者物価指数」
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＜ 今月のトピック ＞ －加工食品の輸出額についてー
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単位：億円

加工食品

総合

畜産

加工品

水産

加工品

農産

加工品

製穀粉

加工品
糖類 菓子 飲料 調味料 加工油脂

その他の
調製食料

品
酒類

22年 2,027 44 569 38 125 16 158 85 291 2 515 184

23年 1,799 21 511 34 111 16 135 78 276 2 421 195

24年 1,731 15 491 35 109 15 143 73 270 2 370 208

25年 2,075 22 598 43 135 20 174 102 301 2 426 253

26年 2,352 33 590 49 169 18 233 140 329 3 491 296

27年 2,853 39 653 67 243 18 288 160 326 3 664 392

28年 3,015 47 661 75 270 18 326 130 345 3 710 431

29年 3,156 59 658 72 248 19 323 142 305 2 781 546

30年 3,696 64 737 82 297 20 353 143 335 2 1,043 620

元年 3,847 66 687 86 315 20 343 161 342 2 1,164 662

2年 4,247 81 592 97 297 22 274 230 350 3 1,591 711

資料：財務省「貿易統計」を基に作成。

注：本表における加工食品は、貿易統計の調製食料品等に分類されているもので、保存性のあるもの(単に冷凍したもの、塩蔵したもの）は除く。

単位：億円

香港 中国 米国 台湾 ベトナム 韓国
シンガ
ポール

豪州 タイ
フィリピ

ン

22年 696 117 339 212 26 164 72 37 41 16

23年 557 82 322 203 24 157 73 39 48 15

24年 500 91 310 201 16 137 78 43 53 19

25年 646 83 352 256 28 138 92 47 54 20

26年 674 90 392 320 49 152 101 58 62 29

27年 909 176 451 320 74 177 115 66 70 29

28年 955 211 483 345 96 200 120 70 72 32

29年 887 253 507 346 136 275 115 70 75 35

30年 1,041 454 556 363 172 311 132 79 82 38

元年 991 593 596 379 196 216 137 79 86 43

2年 1,218 805 574 413 232 143 130 81 76 36

加工食品の輸出額

加工食品の国別輸出額



＜ 今月のトピック ＞ －人口動態ー
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126330

資料：総務省「人口推計月報」より作成。各年10月１日現在の人口。令和3年は概算値。
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資料： 総務省「国勢調査」、「人口推計月表」、「住民基本台帳」より作成。

注： 人口は各年10月1日現在で令和3年は概算値。世帯数は各年1月1日現在。
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